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い
う
集
落
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
集
落

は
、
錦
江
町
の
神
川
の
上
流
16
㎞
、

二
股
川
の
合
流
地
点
に
あ
た
り
、
国

見
山
系
の
一
小
盆
地
で
、
昔
は
原
生

林
に
か
こ
ま
れ
清
流
が
山
間
を
蛇
行

し
て
、
社
会
と
隔
絶
し
た
集
落
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
寿
永
の
項
（
一
一
八
五

年
）
壇
之
浦
よ
り
落
ち
の
び
た
一
族

は
、
肝
付
町
（
旧
内
之
浦
町
大
浦
）

よ
り
、
峻
険
な
稲
尾
獄
の
麓
を
山
越

え
し
、
大
原
に
出
て
、
さ
ら
に
奥
地

へ
と
進
み
、
一
の
野
、
二
の
野
（
半

下
石
の
東
方
約
二
キ
ロ
）
の
山
を
越

え
、
潜
居
の
地
と
し
て
敗
走
千
里
の

旅
装
を
解
い
た
場
所
が
、
半
下
石

だ
っ
た
と
郷
土
誌
に
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
郷
土
誌
か
ら
見
る
と
、
六
郎

館
岳
、
荒
西
山
辺
り
を
越
え
て
来
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
半
下
石
の
地
名
に
は
、
足

光
谷
や
殿
原
な
ど
い
わ
れ
の
あ
る
地

名
が
多
く
、
足
光
は
武
装
を
解
き
足

の
甲
ま
で
洗
っ
た
谷
が
足
光
谷
、
殿

原
は
平
家
の
公
家
が
下
馬
し
た
場
所

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
誌
を
見
る
と
半
下
石

に
土
着
し
た
末
裔
と
称
す
る
釘
田
氏

所
蔵
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
内
大
臣
左

大
将
平
重
盛
の
第
八
子
従
五
位
平
常

長
と
あ
り
ま
す
。
常
長
に
は
、
一
人

の
女
の
子
（
姫
君
）
が
お
り
、
悪
病

に
倒
れ
た
の
で
、
集
落
は
ず
れ
の
墓

地
（
御
暮
山
）
に
埋
葬
し
た
と
あ
り
、

現
在
の
半
ヶ
石
公
民
館
敷
地
内
に
あ

た
る
そ
う
で
す
。

　

末
裔
と
さ
れ
る
釘
田
家
は
系

図
に
よ
る
と
、
慶
長
八
年
の
こ
ろ

（
１
６
３
０
年
）
平
帯
刀
の
代
に
平

た
い
ら

姓
を
改
め
、
久
木
田
の
姓
を
名
乗
り
、

家
宝
の
名
刀
一
振
り
を
大
守
島
津

家
久
公
に
献
上
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

先
祖
伝
来
の
系
図
や
刀
・
陣
笠

な
ど
も
あ
り
、
毎
年
一
族
が
集
ま

り
先
祖
祭
り
を
行
っ
て
い
た
と
郷
土

誌
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
、
集
落
で
、
山
神
祭
り
と

同
じ
２
月
に
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
記
述
や
伝

説
が
あ
り
ま
す
が
、引
き
続
き
次
号
、

池
田
地
区
の
半
下
石
集
落
か
ら
毛
下

集
落
方
面
へ
歩
ん
で
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
家
の
落
人
伝
説
に
ま
つ
わ
る
伝

説
や
史
跡
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
情

報
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　錦江町の歴史や言い伝え、昔の遊びや行事など、特集を組んで取り上げて行きたいと思います。町史や
各資料より調べ掲載していきますが、掲載した内容と違う見解の資料などありましたら、錦江町役場企画
課広報へご連絡下さい。錦江町の歴史や文化をひも解き、観光や地域づくりに繋げて行きたいと思います。
また、個人でお持ちの歴史的資料や写真、言い伝えなどありましたら、取材や調査に行きたいと思います
のでご連絡下さい。

【問い合わせ先】　錦江町役場 企画課　℡ 0994-22-3032

　

錦
江
町
の
池
田
地
区
に
は
、
平
家

の
落
人
に
関
す
る
伝
説
や
刀
・
矢
尻

な
ど
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
家
に
ま
つ
わ
る
姓
や
地
名
も

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
し
た
、
池
田
地
区
は
、

錦
江
町
の
山
間
部
に
位
置
し
、根
占
・

田
代
・
内
之
浦
・
吾
平
に
囲
ま
れ
、

昔
は
領
土
争
い
が
何
度
か
あ
っ
た
と

さ
れ
る
も
、
町
境
界
が
あ
ま
り
変
動

と
こ
ろ
を
見
る
と
、こ
の
地
域
に
し
っ

か
り
と
し
た
、
文
化
と
一
族
が
あ
っ

た
こ
と
を
伺
え
ま
す
。

　

池
田
地
区
の
中
心
部
に
、
旗
山
神

社
が
あ
り
、
こ
の
周
辺
の
地
名
や
姓

に
押
領
司
と
あ
り
ま
す
。

　

押
領
司
（
押
領
使
）
姓
は
、
そ
の

当
時
、
叛
乱
を
鎮
圧
す
る
軍
事
指
揮

官
の
こ
と
を
い
い
、
今
で
言
う
警
察

の
役
割
を
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
区
の
各
集
落
や
地
名

に
も
半
下
石
や
足
光
谷
・
毛
下
・
段

中
野
な
ど
平
家
の
落
人
の
足
跡
を
辿

る
こ
と
が
で
き
る
地
名
が
残
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
地
名
や
郷
土
誌
な

ど
か
ら
、
平
家
の
落
人
伝
説
を
歩
ん

で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

池
田
地
区
の
南
西
部
に
半
下
石
と

約5ｍ30㎝ほどによる釘田家の家系図（一部抜粋）
平清盛から常長、釘田家（久木田）までの家系図が分かる資料
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今
月
は
、「
大
根
占
町
誌
」
や
半
下
石
自
治
会

の
方
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。

【 

歴
史
か
ら
未
来
へ
導
く 

】

「
平
家
の
落
人
伝
説
を
歩
む
③
」


